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国営滝野すずらん丘陵公園
　 2月 5日（日）、12日（日）、19日（日）
　冒険あそび場　きのたんの森
　　 滝野の森のプレーパーク。ボランティアさんの見守りの
なかで、冬の森あそび場です。尻すべりや雪だるまづくり
など…自分であそびをみつけて自由に過ごしましょう。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン・東エリア内
　　　●時　間　 12:00～14:30（14:00受付終了。時間内出入

り自由）
　　※ 会場は積雪状況で決定。当日「森の交流館」でご確認

ください。
　 2月 4日(土)､ 5日(日)
　 滝野スノーフェスティバル
　　 雪面での巨大エアー遊具を使った様々なスポーツに挑戦
しよう！

　　　●参加費　無料（一部有料、入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　つどいの森
　　　●定　員　約600名／日
　　　●時　間　10:00～15:00
　　※会場入り口の総合受付で体調チェックを実施予定。
　 2月26日(日)
　 たきの森フェス～2023Winter～
　　 滝野の森での冬のおまつりイベント！雪あそびを楽しみな
がら森を歩きまわってミッションをクリアする「たいけん！
ノモリ調査団4」森の木の実の妖精タキナッツたちと「ノ
モリ」を調査しに行こう！

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア　森の交流館
　　　●定　員　なし（当日現地受付）
　　　●時　間　10:00～15:00（14:30受付終了）
※ 詳細は当公園ホームページ（URL：https://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお
問い合わせください。

　 1月19日(木)～ 3月 3日(金)
　令和 4年度建設事業専門研修会
　　※詳細は35ページをご覧ください。

　 3月 2日(木)
　2022年度研究助成セミナー
　北海道の特性に対応した移住・定住の道筋を探る
　　※詳細は37ページをご覧ください。

　 3月10日(金)
　土木技術者のための講習会
　　※詳細は38ページをご覧ください。

40 ’23.2

　異常気象や災害等に伴う飢
き

饉
きん

に備えた「救荒作物」
として、古くから稗

ひえ

やいも類が作付されていました。
北海道ではイモといえば「ばれいしょ」ですが、府県
ではサツマイモが一般的で、1950年代までは40万ha
の作付面積があり、700万トンもの収穫がありました。
戦後の食糧難の時代には、サツマイモが頼りだった
のです。現在ではサツマイモの作付面積は約 3万ha
にまで減っていますが、近年は「焼きいも」がビタミ
ンや食物繊維の豊富な健康食品として注目されてき
ており、遠赤外線利用の「電気式焼きいもオーブン」
の開発によって、スーパー等で手軽に買い求められる
ようになりました。サツマイモの栽培は、生育期間の
積算温度 3千℃以上が適地とされていましたが、マ
ルチ等の技術や温暖化によって、北海道でも生産が
増えています。サツマイモは東南アジアでも人気が高
まっており、苫小牧では、昨年末から洗浄・選別を
行う施設を新たに稼働させ、道内13農協から集めた
サツマイモを輸出するそうです。新篠津村の大塚
ファームでは、20年近く前からサツマイモの有機栽培
をはじめており、2010年からは「有機ほし甘いも」の
生産にも取り組んでいます。自社工場で、「紅はるか」
等を原料に、糖分など添加物を使わず甘くしっとりし
た干し芋を製造しています。気候や市場の変化に柔
軟に対応しながら、新たな北海道ブランドに成長し
ていくことを期待したいと思います。  （黒﨑）
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